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【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学力分析 

・授業に積極的に取り組む生徒が

多く、ペアワークなども協力して

授業に参加できている。 

・初めての期末考査では、テスト勉

強に取り組めている生徒はよくで

きていたが、できていない生徒と

の個人差がある。 

・多くの生徒がしっかり取り組ん

でいる。情報分野、特にスプレッド

シートの取組に苦手意識を見せる

生徒がいる。 

・授業に集中し、よく取り組んでい

るが発言などが少ない。 

・記録やメモをとる生徒が多い。期

末考査はよくできている生徒が多

かった。 

学習状況 

・１学期は道具の使い方や図の書

き方などに取り組み、２学期から

は木材加工の製作に入る。製作工

程を説明し、自主的に見通しをも

って計画的に製作できる力を身に

付けられるように取り組んでい

く。 

・スプレッドシートを生活に生か

せるように利用できる関数を伝

え、実践させた。 

・情報とモラルや情報リテラシー

について考えさせ、個々の考え方

や価値観の違い、また、身近なトラ

ブルが潜んでいることを学習し

た。 

・スプレッドシートを生活に生か

せるように利用できる関数を伝

え、実践させた。 

・計測制御のプログラムを作成に

向け、コンピュータ操作を実践し

た。 

・情報とモラルや情報リテラシー

について考えさせ、個々の考え方

や価値観の違い、また、身近なトラ

ブルが潜んでいることを学習し

た。 

生徒アンケート

の結果より 

・各項目での数値を見ると、授業に

対し『分かりやすい』や『取り組み

やすい』と評価されている様子が

うかがえる。細かく見ると授業の

「めあての提示・明確性」に課題が

あるようである。 

今学期からは、めあてや先を見通

した計画性、評価のポイントなど

をあらかじめ提示し授業展開す

る。 

・各項目での数値を見ると、授業に

対し『分かりやすい』や『取り組み

やすい』と評価されている様子が

うかがえる。パワーポイントを使

用しているため、取り組みやすい

授業になっているとの評価がうか

がえる。 

 めあての提示の部分に課題があ

るので、本時の取組や目標を提示

するように改善する。 

・各項目で『肯定的な評価』と感じ

ている生徒は、他学年より少ない

ものの、おおむね分かりやすい工

夫があると評価がある。 

 授業時間数が少ないため、生徒

にかかわる時間が限られてしまう

が、少ない時数の中で、内容を考

え、分かりやすく伝える工夫をす

る必要があると考える。 

【授業改善の手だて】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

改善計画 

・手順検討の重要度を伝えるため

に、一斉授業の中で時間をとって

考えられるように計画しておく。 

・椎茸栽培は間引きが大きく成長

させるポイントであることを伝

え、適切なタイミングでできるよ

うに計画的に取り組めるようにし

ていく。学年を２つの時期に分け

て取り組めるようにすることも検

討する。また、昼休みの時間を利用

して生物の育成を進める。 

・２学期始めに、基礎基本を伝え、

プログラミングの検討ができるよ

うにする。作業の前にプログラミ

ングの座学が終わるように計画す

る。 

評価方法 

・評価のポイントを作業工程説明

時に伝え、意識させながら取り組

めるようにする。失敗した場合の

手だても伝え、解決できるように

指導していく。自分で組立ての手

順を検討し、その手順をもとに製

作品を完成させる。その過程と完

成した製作品で評価していく。 

・椎茸栽培に関しては管理技術と

して、観察の記録の提出と栽培物

に対しての具体的な作業の取り組

みや今後の見通しの記述などで評

価をしていく。 

・ラジオ作成に関しては電子基板

の完成やはんだ付けの様子、工具

の使い方などの評価を行う。 

・オーロラクロックの製作では、は

んだごての使い方や電子基板の完

成状況で評価を行い、プログラミ

ングでは問題発見とその解決がで

きるようなアルゴリズムであるか

を読み取り評価していく。 

 


